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　　（今回の速報は"○"の機関の観測データを使用して作成しました）

　貧酸素水塊は内湾北部の広い範囲に分布していました（図1）。

　貧酸素水塊の厚みは3m程度で（図2）、規模も大きくはありませんが（図3）、珪藻

による赤潮が広範囲で発生しており、今後急速に貧酸素水塊が拡大する可能性

があります。

　水温は表層22～25℃，底層18～22℃です。

令和2年7月2日

貧酸素水塊速報
（2020年）

令和2年6月29日観測結果
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2020年06月29日 : 溶存酸素

図２ 縦断ラインでのDO鉛直分布

←湾奥 富津→

図３ 貧酸素水塊の規模
（左図で貧酸素水塊（2.5ml/L以下）が占める割合）

図１ 底層の溶存酸素量分布（赤線は縦断ライン）
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2007年07月18日 16時 : 観測結果

単位：ml/L
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